
六本木交差点

昭和初期

平成 21年

出典：昭和御大礼奉祝志

大衆化してきた活動写真も、六本木映画館の開業とともに、この付近の人々
に新しい娯楽を与えてくれた。

映画館は、今では銀行と携帯電話の販売店。



芋洗坂（六本木 5、6丁目）

昭和38年

平成 21年

出典：みなと写真散歩

芋問屋があったためにこの名が付いた。朝日神社の先を麻布警察署の裏へ上
がる道を言う。六本木交差点への道は明治時代中期以降に出来たものである。

昔も今も郵便ポストの位置は変わっていない。電線のない電柱が見られるの
は今だけ。近々には抜柱され電線地中化及び道路整備工事も完了する。



昭和 29年

昭和 39年

平成 21年

出典：みなと写真散歩

龍土軒は、明治 33年（1900 年）に麻布新
竜土町に開業した、当時としてはまだ珍し
かったフランス料理店。田山花袋、蒲原有
明、国木田独歩らがここを利用し龍土会と
称した。

もともと画家、美術史家たちが常連であっ
たが、麻布軍人町のど真ん中だったため、
将校、将官等の利用が多く、昭和 11年の２.
２６事件のころに青年将校たちの会合に用
いられた事で有名。

明治時代からの藝術と国家変遷の生きた歴
史であったが、現在は西麻布に移転し、跡
地には別の新たなビルが建築中。

龍土軒（六本木 7丁目）



飯倉片町（六本木 5丁目）

昭和16年

平成 21年

出典：麻布区史

武者窓造り（縦に太い格子の入った窓）のお屋敷が残っていた。

ビルが並び路面には中華料理店やカフェが軒を連ねる。



鳥居坂（六本木 5丁目）

昭和6年

平成 21年

出典：麻布鳥居坂警察署誌

鳥居坂は、江戸時代から大名屋敷のあっ
たところで、その静かな雰囲気は現在も
受け継がれている。

今はインターナショナル、
ハイテク、エコ、バリアフ
リーに対応した “ちぃばす”
が走る。



国立新美術館（旧東大生研）

明治40年

昭和 37年

平成 21年

昭和 63年

出典：東京写真帖

写真提供：東京大学生産技術研究所

写真提供：東京大学生産技術研究所

東京大学の附置研究所である生産技術研究
所は、昭和 37年（1962 年）に六本木の旧
歩兵第三連隊兵舎へ移転し、平成 13年に
駒場第 2キャンパスへ移転するまで立地し
ていた。
また、隣地を昭和 32年より拠点としてい
た同物性研究所は、平成 12年に柏キャン
パスに移転した。

その後、東大物性研跡地には平成 17年に
政策研究大学院大学が立地し、東大生研跡
地には平成 19年に国立新美術館が開館し
た。

←政策研究大学院大学から国立新美術館を望む。

手前が政策研究大学院大学、奥が国立新美
術館。



ヘリポート前の空（六本木 7丁目）

昭和37年

平成 21年

出典：みなと写真散歩

昭和 33 年（1958 年）に在日米軍が接収解除した後の新竜土町。右手は現在
の都立青山公園、奥には旧歩兵三連隊兵舎（昭和 37年に東京大学生産技術研
究所が移転）の建物が見える。

都立青山公園は、昭和 45年（1970 年）に整備・開園されたが、大部分は在
日米軍赤坂プレスセンター（星条旗新聞社）及びヘリポートに占有されている。

昭和 33年（1958 年）に在日米軍が接収解除した後の新竜土町。右手は現在
現在、都立青山公園からは、ヘリポートを挟み政策研究大学院大学と六本木
ヒルズの間にある青い空を望むことができる。



六本木ヒルズ周辺

昭和37年

平成 21年

出典：みなと写真散歩

テレ朝通りから当時の材木町交差点を望む。道の左右、正面には小さ
な商店が軒を連ねる。

現在のテレ朝通りと六本木 6丁目交差点付近。
小さな商店はなくなり、ビルが立並ぶ。



東京大学六本木キャンパス（イメージ）
物性研は平成 11年（1999 年）まで、
六本木に居を構えていた。

①物性研 A棟（左）平成 10年頃、（右）平成 23年：今はモダンな政策研究大
学院大学が立地し、多くの留学生も学んでいる。
②物性研Q棟（左）平成 10年頃、（右）平成 22年：棟の一部が国立新美術館
の別館として残されている。
③正門（左）平成10年頃、（右）平成23年：最先端科学の研究所は柏に移転し、
今は政策研究のスペシャリストを育成している。
④裏門から（左）平成 10年頃、（右）平成 23年：冷却池は夏になると、プール
代わりに泳いでいる人もいた。
⑤テニスコート　平成10年頃：手前の1面が物性研のテニスコートだった。
⑥中庭　平成 11年：ウサギや大きな尻尾の猫が住んでいた。

裏門裏門裏門

正門正門正門

至 乃木坂駅至 乃木坂駅至 乃木坂駅

物性研 C棟物性研 C棟物性研 C棟

物性研Q棟物性研Q棟物性研Q棟

生産技術研究所生産技術研究所生産技術研究所

物性研 B棟物性研 B棟物性研 B棟

物性研 A棟物性研 A棟物性研 A棟

裏門裏門裏門

冷却池冷却池冷却池

東京大学物性研究所（現 政策研究大学院大学・国立新美術館）

このパネルについての写真提供：東京大学物性研究所（長谷川幸雄 氏）

平成 11年：六本木上空から 平成 23年：六本木ヒルズから
周りに高い建物が建って、景色も一変している。



六本木七丁目（東京ミッドタウン西交差点）

平成23年（2011年）
東京ミッドタウンのオープ
ン後、向かい側に並んでい
たマンションを含めたいく
つものビルが取り壊され
た。現在は、暫定的に外国車
のショールームとなってい
る。
国立新美術館への入口とな
るこの交差点周辺は、今後、
道路も拡幅され、大規模な
再開発が予定されている。

平成 10年（1998年）頃：東京ミッドタウンがオープンする以前の風景（現在の東京ミッドタウン西交差点）

【麻布未来写真館】 



防衛庁→東京ミッドタウン

平成23年（2011年）：東京ミッドタウン
江戸時代、毛利家の下屋敷であったこの地は、その後、日本陸軍歩兵第一連隊の兵舎として利用されていた。終戦後は、連合国
の占有を経て、長年の間「防衛庁」があった。
平成 19年（2007年）に東京ミッドタウンがオープンし、これまでにない賑わいを見せている。

平成 9年（1997年）頃：防衛庁

【麻布未来写真館】 



東京大学生産技術研究所→国立新美術館

写真提供：小山浩 氏 

平成 23年（2011年）：国立新美術館
東京大学生産技術研究所は、平成 13年（2001年）に駒場キャンパスへ移転。
建物は取り壊され、現在は国立新美術館になっている（建物の一部は記念に残され、別館として利用されている）。

昭和 57年（1982年）：東京大学生産技術研究所・東京大学物性研究所
昭和 3年（1928年）に日本陸軍の歩兵第三連隊の兵舎として竣工したこの建物は、昭和 11年（1936年）まで陸軍が駐屯、まさに
軍隊のまち「麻布」の象徴であった。
終戦後は連合軍が接収、昭和 37年（1962年）から東京大学生産技術研究所（一部は物性研究所）として利用されていた。

【麻布未来写真館】 



芋　洗　坂

写真提供：港区立港郷土資料館 

写真提供：港区立港郷土資料館 平成 23年（2011年）
電柱と電線がすべて地下に埋められ、歩道も広くなり、街路
灯やボラード（車止め）等も新しく整備された。

平成 18年（2006年）
六本木交差点と六本木ヒルズを結ぶ道であるが、この頃は電線地
中化前で、歩道も狭く歩きにくかった。画面の奥には、既に東京
ミッドタウンが建っている。

昭和 57年（1982年）
かつて芋問屋があったことから、この名前が付いたと言われる。

【麻布未来写真館】 



東　京　タ　ワ　ー

写真提供：六本木商店街振興組合 平成 23年（2011年）
スタイルも少し変わり、照明イメージは大きく変わったが、
今も変わらず東京のシンボルである。
手前に見えるまちの夜景も変わった。

平成 24年（2012年）：昼間の景色

昭和 57年（1982年）
東京タワーは昭和 33年（1958年）に竣工した電波塔で、地上
333mは自立型建造物高さ日本一を誇っていた。

【麻布未来写真館】 



文人の足跡をたずねて（龍土軒）

平成24年（2012年）：龍土軒発祥の地［六本木 7-4-4］

昭和 56年（1981年）：
龍土軒遠景
美術評論家の岩村透が麻布龍土町のフランス
料理店「龍土軒」で開いていた洋画家たちのサ
ロンに、若い文学者たちが合流するかたちで、
明治 37年（1904年）11月から「龍土会」が始
まった。龍土会には国木田独歩、田山花袋、島
崎藤村、正宗白鳥、徳田秋声など当時の文豪た
ちも参加し、芸術談義を交わした。当時の自然
主義作家のほとんどが来会したので、「自然主
義は龍土軒の灰皿の中から生まれた」とさえ
言われた。龍土軒は現在は西麻布に移転して
る。

昭和 56年（1981年）：龍土軒近景平成 24年（2012年）

参照サイト：「港区ゆかりの人物データベース」（http://www.lib.city.minato.tokyo.jp/yukari/j/）
参照サイト：「港区産業観光ネットワーク　MINATOあらかると」（http://www.minato-ala.net/sightseeing/welcome/root59/index.html）

写真撮影：田口政典 氏 
写真提供：田口重久 氏 

写真撮影：田口政典 氏 
写真提供：田口重久 氏 
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【麻布未来写真館】 



高いところから麻布

【麻布未来写真館】 

このパネルに掲載されている古い写真については、写真提供：東洋英和女学院。右側の小さな写真4点は、いずれもアークヒルズ 仙石山森タワーから平成24年に撮影。

左側に見える広い道路は現在の永坂。その後、ここに高速道路が作られた。中央を縦に走る道は、
麻布地区総合支所の正面出入口がある鳥居坂通り。左手に東洋英和女学院の校舎と校庭、右手に
は国際文化会館の建物と庭園が見えている。

ロアビル上層階より、ほぼ同じ方向で撮影。
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六本木ヒルズ方面

我善坊谷方面

昭和 39年（1964年）：六本木五丁目付近

平成 24年（2012年）：六本木五丁目
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